************************************************【 模 範 解 答 】****************************************************** 
【第１問】（問題用紙）
	
	借　　　　　方
	貸　　　　　方

	
	記　号
	金　　額
	記　号
	金　　額

	１
	(　オ　)
	200,000
	(　カ　)
	200,000

	２
	(　ア　)
(　ウ　)
	2,400,000
3,200,000
	(　キ　)
(　オ　)
	2,400,000
3,200,000

	３
	(　オ　)
(　ア)
	6,420,000
180,000
	(　イ　)
(　キ　)
	6,000,000
600,000

	４
	(　オ　)
	9,750,000
	(　ア　)
(　イ　)
	8820,000
930,000

	５
	(　カ　)
(　イ　)
	6,972,000
36,120
	(　キ　)
	7,008,120



　　１．販売時　＄20,000×160円＝3,200,000
　  　　今回　　＄20,000×150円＝3,000,000　売掛金が20万円減少
　　４．1回目　3,000株×6,000円＝18,000,000
　　　　2回目　2,000株×5,700円＝11,400,000　29,400,000÷5,000株＝5,880（帳簿価格/1株あたり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,880円×1,500株＝8,820,000（資産の減少）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,500円×1,500株＝9,750,000（売価）差額が売却益となる。
　　５．700万円×99.6/100＝6,972,000（取得原価）
　　　　4月　5月　6月　7月　8月　合計
　　　　30　　31　30　　31　７　　　129日　　700万円×1.46％×129/365＝36,120（有価証券利息）



















【第2問】（20点）※10ヶ所×2点＝20点
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　×２年4月1日～×３年３月31日　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	株　主　資　本

	
	資本金
	資　本　剰　余　金
	利　益　剰　余　金

	
	
	資本準備金
	その他資本剰余金
	資本剰余金合計
	利益準備金
	その他利益剰余金

	
	
	
	
	
	
	別 途 積 立 金

	当期首残高
	60,000
	4,500
	2,400
	　6,900
	1,500
	300

	当期変動額
	
	
	
	
	
	

	　剰余金の配当
	
	（150）
	（△1,650）
	（△1,500）
	（450）
	

	別途積立金の積立
	
	
	
	
	
	（360）

	　新株の発行
	（2,100）
	（2,100）
	
	（2,100）
	
	

	　当期純利益
	
	
	
	
	
	

	株主資本以外の項目の当期変動額
	
	
	
	
	
	

	当期変動額合計
	（2,100）
	（2,250）
	（△1,650）
	（600）
	（450）
	（360）

	当期末残高
	※（62,100）
	※（6,750）
	※（750）
	※（7,500）
	※（1,950）
	※（660）

	
	
	
	
	
	
	


（下段へ続く）
	
	株　主　資　本　　
	評価換算差額等
	純資産
合　計

	
	利益剰余金
	株主資本
合　　計
	利　益　剰　余　金
	

	
	その他利益剰余金
	利益剰余金
合　　　計
	
	その他有価証券　評価差額金
	評価・換算差額等　　合　計
	

	
	繰越利益剰余金
	
	
	
	
	

	当期首残高
	7,800,000
	9,600
	76,500
	240
	240
	76,740

	当期変動額
	
	
	
	
	
	

	　剰余金の配当
	（△4,950）
	（△4,500）
	（△6,000）
	
	
	（△6,000）

	　別途積立金の積立
	（△360）
	－
	－
	
	
	－

	　新株の発行
	
	
	（4,200）
	
	
	（4,200）

	　当期純利益
	（2,790）
	（2,790）
	（2,790）
	
	
	（2,790）

	　株主資本以外の
項目の当期変動額
	
	
	
	（540）
	（540）
	（540）

	当期変動額合計
	（△2,520）
	（△1,710）
	（990）
	（540）
	（540）
	（1,530）

	当期末残高
	※（5,280）
	※（7,890,）
	（77,490）
	※（780）
	（780）
	※（78,270）


１．⑴　その他資本剰余金　　1,650,000　未払配当金　1,500,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資本準備金　 150,000
    　　繰越利益剰余金　　　4,950,000　未払配当金　4,500,000　今回は資本金の1/4に資本準備金と利益準備金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 利益準備金　450,000　の合計額に達していないため。
　　⑶　繰越利益剰余金　 　　360,000   別途積立金　360,000
２．　　当座預金　　　　　　4,200,000　資本金　　　2,100,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資本準備金　2,100,000
３．⑴　前期末　既に仕訳済　その他有価証券　　240,000　その他有価証券評価差額金　240,000
　　　　今期首　　　　　　　その他有価証券評価差額金　240,000　その他有価証券　240,000
　　　　当期末　　　　　　　その他有価証券　　780,000　その他有価証券評価差額金　780,000
　　⑵　　損益　2,790,000　繰越利益剰余金　2,790,000　

【第3問】　※２点×10カ所＝20点

	借　方
	勘 定 科 目
	貸　方

	385,800
	現金預金
	

	216,000
	電子記録債権
	

	187,200※
	売掛金
	

	111,600※
	繰越商品
	

	8,640
	前払保険料
	

	720,000
	建物
	

	216,000
	備品
	

	450,000
	機械装置
	

	282,000
	満期保有目的債券
	

	18,000
	ソフトウェア
	

	
	貸倒引当金
	12,096

	
	退職給付引当金
	98,400※

	
	建物減価償却累計額
	178,200

	
	備品減価償却累計額
	94,500

	
	機械装置減価償却累計額
	15,000※

	
	資本金
	1,815,600

	
	利益準備金
	36,000

	
	繰越利益剰余金
	6,000

	
	売上
	966,000

	
	有価証券利息
	9,000※

	
	国庫補助金受贈益
	150,000

	465,504※
	仕入
	

	60,000
	給料
	

	14,400
	退職給付費用
	

	12,960※
	保険料
	

	96※
	貸倒引当金繰入
	

	3,672
	棚卸減耗損
	

	1,224
	商品評価損
	

	71,700※
	減価償却費
	

	6,000※
	ソフトウェア償却
	

	150,000
	固定資産圧縮損
	

	3,380,796
	
	3,380,796






































１．現金過不足　10,800　 売掛金　     10,800
２．現金　　　　150,000　国庫受贈益　150,000
　　機械装置　　600,000　現金　　    600,000
　　固定圧縮損　150,000　機械装置　　150,000
３．貸引繰入　       96　貸引　          96  （216,000＋198,000－10,800）×3％－12,000＝96
４．仕入　110,400　繰商　110,400　　　　　
　　繰商　116,496　仕入　116,496
　　棚減　3,672　　繰商　4,896　　　　　　　112,824　　　　　　　111,600　
　　商評　1,224
５．退給費用　1,200　退引　1,200　　　前T/B　14,400÷12か月×11か月＝13,200円
６．満保債券　6,000　有利　6,000　　　（300,000－276,000）÷４年＝6,000円
７．減ヒ　　71,700　建累　16,200　　720,000×0.9÷40年＝16,200
　　　　　　　　　　備累　40,500　　前T/B合計から逆算　(216000－54,000)×25％＝40,500
　　　　　　　　　　機累　15,000　　1/5×200％＝0.4　450,000×0.4×1/12＝15,000
８．ｿﾌﾄｳｪｱ償却　6,000　ｿﾌﾄｳｪｱ　6,000　24,000÷４年＝6,000
９．前払保険料　8,640　保険料　8,640　21,600÷20か月×8か月＝8,640円

【第4問】
　⑴　仕訳１問につき４点　４点×３問　計１２点
	
	仕　　　　　訳

	
	借　方　科　目
	金　　　　額
	貸　方　科　目
	金　　　　額

	１
	（ウ）
（オ）
	250,000
150,000
	（イ）
	400,000

	２
	（ク）
	20,000
	（イ）
	 20,000

	３
	（ウ）
（オ）
	375,000
10,500
	（イ）
	386,000



⑵　※×4点　計16点　　

	費　目
	合　計
	製造部門
	補助部門

	
	
	組立部門
	切削部門
	修繕部門
	工場事務部門
	材料倉庫部門

	部　門　費
	　8,640,000
	2,620,000
	2,440,000
	900,000
	880,000
	1,800,000

	　修繕部門費
	900,000
	540,000
	360,000 ※
	

	　工場事務部門
	880,000
	440,000
	440,000 ※
	

	　材料倉庫部門費
	1,800,000
	1,200,000
	600,000 ※
	

	製造部門費
	8,640,000
	4,800,000
	3,840,000 ※
	








【第5問】（12点）※6か所×2点＝12点

　　　　　　　　直接原価計算による損益計算書
（単位：円）
Ⅰ　売上高　　　　　　　　　　　　　　　　20,140,000
Ⅱ　変動売上原価　　　　
　１　期首製品棚卸高　　　　 　1,420,000
　２　当期製品変動製造原価　　　（　12,330,000）※
　　　　合　　　　　　計　　　　　（　13,750,000）
　３　期末製品棚卸高　　　（　 1,250000）
　　　　差　　　　　　引　　　　　（　12,500,000）
　４　原価差異　　　（　　　80,000）※　　　（　12,580,000）
　　　　変動製造マージン　　　　　　　　　　　　　　　　　（　 7,560,000）
Ⅲ　変動販売費　　　　　　　　　　　　　　　（　 1,310,000）※
　　　　貢献利益　　　　　　　　　　　　　　　（　 6,250,000）
Ⅳ　固定費　　
　１　製造固定費　　　（　 2,748,000）※
　２　固定販売費・一般管理費　　　（　 1,762,000）※　　　（　　4,510,000）
　　　　営業利益　　　　　　　　　　　　　　　（　　1,740,000）※


仕掛品℀（当期製品製造原価）
原料　960,000＋7,760,000－830,000＝7,890,000
直接工賃金　3,280,000＋410,000－440,000＝3,250,000
変動間接費　3,250,000×40％＝1,300,000

製造間接費実際額
　間接工賃金　1,006,000
　電力料　　　　374,000　計　1,380,000　80,000円の不利差異

固定製造原価　
工場従業員給料　1,430,000
保険料　　　　　　420,000
減価償却費　　　　528,000
その他　　　　　　370,000　計2,748,000円
